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１ 単元名  

   化学変化とイオン 

 

２ 単元の目標  

電解質の性質を理解し、電気分解によって化合物の成分に分解できるしくみを理解する。 

電子の授受により、イオンが形成されることを学び、さまざまな化合物をイオン式で表せ

るようにする。 

   

３ 本単元で身につけたい力 

自然現象への関心・

意欲・態度 

 科学的な思考・表現 

 

 観察・実験の技能 

 

 自然現象への知識

・理解 

・水溶液の電気伝導性

に関する事物・現象に

進んでかかわり、それ

らを科学的に探求し

ようとするとともに、

事象を日常の関わり

で見ようとする。 

・電解質水溶液の極板で

起こる変化に関心を

もち、電気分解でおこ

る化学変化について

進んで調べようとす

る。 

・原子の成り立ちとイオ

ンに関する事物・現象

、化学変化と電池に関

すること、酸性とアル

カリ性の水溶液につ

いて、中和と塩に関す

ることなどについて、

すすんでかかわり、科

学的に探求しようと

するとともに、事象を

日常の関わりで見よ

うとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・水溶液の電気伝導性の有

無と電極の変化の有無を

関連づけ、自らの考えを

導いたりまとめたりして

表現できる。 

・実験結果から、電気分解

のとき両極で起きている

化学変化について、自ら

の考えを導いたりまとめ

たりして表現している。 

・原子が電気的に中性であ

ることについて、原子の

構造を元に自らの考えを

導き、まとめる。 

・電流が取り出せる条件、

化学電池は電解質水溶液

中にイオンが存在するこ

とによりできていること

を、自ら考えを導き、ま

とめ、表現している。 

・実験の結果から、酸とア

ルカリ性水溶液には、そ

れぞれ共通する性質、そ

してその性質が水素イオ

ンと水酸化物イオンによ

ることについて、自ら考

えを導いたりまとめる。 

・酸性の水溶液にアルカリ

性の水溶液を混ぜる実験

から、中和して塩が生じ

ることについて自らの考

えを導いたりまとめたり

して表現している。 

 

・水溶液の電気伝導性を調

べる実験、電気分解の

実験の基本操作を習得

するとともに、実験の

計画的な実施、結果の

記録や整理のしかたを

身につけている。 

・いろいろな金属と塩酸や

食塩水で電流を取り出

す実験、電池を調べる

実験の基本操作を習得

する。 

・水溶液が酸性化アルカリ

性かを科学的に調べる

実験、また水素イオン

を水酸化物イオンを科

学的に調べる実験の基

本操作を習得するとと

もに、実験の計画的な

実施、結果の記録や整

理の仕方を身につけて

いる。 

・中和反応に関する実験の

基本操作を習得すると

ともに、実験の計画的

な実施、結果の記録や

整理の仕方を身につけ

ている。 

・こまごめピペットの使い

方に習熟している。 

 

 

 

 

・水溶液に電流が流れる

ときは、電極付近で変

化があること、電解質

、非電解質について説

明できる。 

・電気分解で起こった化

学変化を化学反応式

で表すことができる。 

・原子の構造、イオン、

電離について説明す

ることができる。 

・イオン式が書け、電離

のようすをイオン式

を使って表せる。 

・化学電池の極性は、用

いた金属の組み合わ

せによって変わるこ

と、化学エネルギーが

電気エネルギーに変

化されていることを

理解している。 

・酸性とアルカリ性の水

溶液の性質を理解し、

その性質が、各イオン

による基本的な概念

を理解し、知識を身に

つけている。 

・中和反応によって、水

と塩ができることを

理解し、知識をみにつ

いている。 
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４ 単元について 

   この単元は、小学校から学習した内容を基礎とし、中学校で段階的に「粒子」の概念を学

んでいく最終段階と言える。小学校第６学年の「水溶液の性質」では、水溶液には酸性、ア

ルカリ性、中性のものがあること、金属を変化させる水溶液があることについて学習してい

る。そして、中学校第１学年では「身の回りの物質」、第２学年では「電流とその利用」「化

学変化と原子・分子」について学習しており、それぞれの内容で「粒子」の概念や、イオン

の性質が関わっている。中学第２学年で学習する化学変化では、原子・分子について学習す

るものの、原子同士のつながりがなぜ起こるのか、なぜ原子の数が決まっているのかという

内容には触れられていない。生徒からそのことについての疑問が出たとしても、結合する「手」

をそれぞれの原子が持っているという内容でとどまらざるを得ないため、より深い理解につ

なげていくためには、３学年でのイオンの性質を学習する必要がある。 

  つまり、イオンについて学習することによって、化学変化の規則性に気づき、より深い概

念の定着を助けるものとなり、その概念の定着が、小学校から中学校までの学習を整理する

大きな役目を果たすといえる。また、日常生活でもイオンの性質による現象はさまざまな場

面で見ることができる。観察、実験を通して、結果を分析し、規則性を発見したり、課題を

解決したりする方法を身につけ、科学的な思考力を育成するとともに、日常生活で起こる現

象を、原子や分子のモデルと関連づけてみる見方や考え方を養うことも本単元の目的となる。  

 

５ 単元の指導計画 

 

時数  学習内容と活動 指導上の支援・留意点 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

電流が流れる水

溶液 

 

 

Ａ 電解質と非

電解質 

 

 

 

・食塩、精製水、食塩水に電流を

流し、水溶液になると電流が流

れることに気がつく。 

 

実験１水溶液に電流を流す  

・さまざまな水溶液に電流を流し

、電解質と非電解質があること

を見い出し、性質を確認する。 

 

・電流を流さない食塩を水に溶かし

たら、電流が流れるようになるこ

とに気がつかせる。 

・有毒な気体が発生する危険がある

ので、換気等に注意させる。 

・電流を流すか流さないかの性質に

注目するよう説明する。 

 

 

 

 ３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原子とイオン 

 Ａ 原子の構

造 

 Ｂ イオンの

でき方 

Ｃ イオンの

表し方 

 

 

 

 

 

 

 

 

・電流が流れるとはどういうこと

かを既習内容から考える。 

・金属に電流が流れることから、

電子の流れについて復習をし、

水溶液で電流が流れる原因に

ついて話し合い、電流が流れる

ことは、電子が関わっているの

ではないかと予測する。 

・電解質は、電気を帯びているこ

と、つまり電子が関わっている

事に気がつく。 

・原子の構造から、イオンになる

しくみを理解する。 

・周期表から、陽子・電子の数を

調べ、陽イオン、陰イオンの違

・２学年で学んだ電流で学んだ電子

について思い出させる。 

 

・２学年で学んだ原子の構造を復習

し、原子の構造を思い出させる。 

・電離するイメージをイメージが持

てるように説明する。 

・陽イオンと陰イオンの組み合わせ

で化学式が説明できることを理

解させる。 

・原子の数と、イオンの価数は記入

する所が違うことを理解させる。 

・イオン式の小テストを行い、知識

の定着を図る。 
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いを理解する、 

・イオン式を知り、電離のようす

を表せるようにする。 

 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 塩酸の電気

分解 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 塩化銅水溶

液の電気分解 

 

 

 

 

 

食塩水の電気分

解 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実験２ 塩酸の電気分解 

・塩酸の化学式から、発生しそう

な気体を予想させ、確認方法な

どを確認する。 

・プリントに結果を記入しながら

、すでに学んだイオンの考え方

をもとに結果を整理していく。 

・塩酸が電解質であること、電流

が流れるのは電子が関わって

いることを理解する。 

・イオンの価数の組み合わせで塩

化水素ができていることを理

解する。 

 

実験３ 塩化銅水溶液の電気分

解 

・前回の塩酸の電気分解を参考に

して、発生する物質について予

想をする。 

・電気分解で、気体だけではなく

、固体も得られることを学ぶ。 

 

実験４ 食塩水の電気分解 

・イオン化傾向について学ぶ。 

・前回までの電気分解と、イオン

化傾向など既習内容から、結果

について予想する。 

・予想した内容から、最も適当な

実験方法について考える。 

・考えた方法で実験を行う。 

・自分が得ている知識を整理しな

がら、結果をまとめていく。 

 

 

 

・塩酸などの水溶液や、装置の取り

扱いに注意させる。 

・気体は有毒なものなので吸わない

ように注意する。 

・既習内容を復習しながら、実験に

必要な知識を確認していく。 

・既習内容をヒントとして伝えなが

ら、生徒が順を追って、理論的に

考えられるように援助する。 

・電流の流れる向きを逆にさせたり

、電圧を上げたりして、イオンの

性質を見いだせるよう援助する。 

 

 

・２回目の電気分解であることを踏

まえて、生徒が論理的に考えてい

く援助する。 

 

 

 

 

 

・塩化銅水溶液にアルミニウムやス

チールウールを入れる実験を行

い、見て実感できるようにする。 

・食塩の電気分解を理論的に考えて

いくために必要な知識を追加す

ることで、論理的思考のレベルを

一段階あげられるよう援助する。 

・イオン化傾向について、結果を予

想するヒントとして簡単に説明

する。次の学習内容である電池に

も関係してくることに触れる。 

 

 

 ５ 

 

 

 

電池とイオン 

 

 

Ａ 電池の発見 

 

・11円電池をつくり、電源がなく

ても電流が流れることを確認

する。 

実験５ 化学電池から電流を取り出す 

・電解質水溶液と、金属の組み合

 

 

 

 

・電子オルゴールが鳴るつなぎ方に
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Ｂ 電極の化学

変化 

 

いろいろな電池 

 

 

わせのよって電流が取り出せ

ることを確認する。 

・イオンの性質から。化学電池の

しくみが説明できることを学

ぶ。 

・備長炭電池、果物電池から電流

が得られることを確認する。 

 

注目させる。 

 

・イオン化傾向に触れる。 

 

 

・液体を使わずに電池を作ることに

触れ、乾電池のしくみを説明する

。 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

酸・アルカリ 

 

Ａ 酸性とアル

カリ性 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 酸性・アルカ

リ性とイオン 

 

 

 

Ｃ 酸性・アルカ

リ性の強さ 

 

 

 

 

 

 

・いくつかの酸性・アルカリ性の

水溶液の性質を確認する。 

・酸性の水溶液の代表として塩酸

、アルカリ性の水溶液の代表と

して水酸化ナトリウム水溶液

の電離からイオンのはたらき

がどのように関係しているか

を推測する。 

 

 

 

・酸性には水素イオン、アルカリ

性には水酸化物イオンが関わ

っている事を見いだす。 

・いくつかの酸性・アルカリ性の

水溶液における電離のようす

をモデル図で示し、水素イオン

、水酸化物イオンがあることを

確認する。 

 

・塩酸、水酸化ナトリウム水溶液が

電解質水溶液であることにふれ、

イオンとの関係について注目さ

せる。 

 

 

 

 

 

 

 

・それぞれの電極に引き寄せられる

イオンと、リトマス紙の色の変化

を関連づけて考えられるよう説

明する。 

 

・モデル図を示し、イメージできる

よう援助する。  

・水溶液の扱いに注意させる。 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中和と塩 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・塩酸に水酸化ナトリウム水溶液

を混ぜるとどうなるかについ

て話し合う。 

・実験７をするに当たって、こま

ごめピペットの使い方を学ぶ。 

 

 

 

・イオンの組み合わせによって、

塩と水ができることを見いだ

す。 

・演示実験から、沈殿する塩がで

きることを知る 

 

・酸性・アルカリ性の性質が無くな

るということはどういうことな

のか、 それぞれのイオンはどう

なっているのかについて考えさ

せる。 

・可能なら、ナトリウムイオン、塩

化物イオンの組み合わせから、塩

ができること、その確認方法を１

年生の学習内容から気付かせた

い。 

・こまごめピペットの使い方を注意

させる。 

・水溶液の扱いに注意させる。 

 

実験６ 酸性・アルカリ性の水溶液の 
      性質を調べる 

実験8  塩酸・水酸化ナトリウム水溶 
   液を混ぜた液の性質を調べる 

実験7 酸性・アルカリ性を示すもの 
   の正体を調べる 
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終章 

 １ 

 

中和をイオンで

考える 

 

・中和のようすをイオンのモデル

を用いて説明する。 

 

・中和と中性の違いについて説明す

る。 

 

 

６  本時について 

 （１）題材名 

   「食塩水を電気分解を行う」 

 

 （２）本時の目標  

①黒板に記入するなど、自らすすんで発表できる。【興味・関心】 

②食塩水の電気分解の実験を行い、結果やイオンの動きをプリントに記入する。【思考

・表現】 

 

 （３）本時の展開（１２／２４） 

過 

程 

学習活動 

 

指導上の留意点・評価等 

 

導 

入 

５ 

分 

 

 

 

○前時の学習内容である、－極、＋極それぞ

れにできる物質の予想と、確認方法を振り

返る。 

 

○本時の課題 

   

 

・生徒から発言できるように援助する。 

 

 

 

 

 

 

展 

開 

25 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○演示を見て、実験に使う器具の説明、注意

点を聞く。 

 

○食塩水の電気分解をおこなう 

・電極の変化、発生した塩素、水素の確認を

する。 

 －極 泡が出る、マッチの火を近づけ

     ると爆発する 

 ＋極 水溶液の色が緑になる、塩素（

プールなど）のにおいが少しする、水性イ

ンクの色を脱色する 

 

 電源装置の電流計を見ると、針が動い

ていることを確認する。 

 ビーカー内の食塩水を電気分解し、塩

素の確認を行う。       

   

・実験の結果までプリントに記録をしておく。 

・片付け方の説明を聞いて、班員で協力して

行う。 

・実験のポイント、注意事項などを説明

する。 

    ＜注意内容＞ 

・発生する塩素は有毒である。 

・電源装置の電圧は８Ｖ程度にする。 

・水素の性質を確認して水素爆発を

おこなう。顔を近づけない。 

・塩素が得られる量は少ないので、

水溶液をスポイトで採取し、水性イ

ンクが入った水に入れ漂白作用を

確認する。 

 

・使用する観察器具をまとめて用意してお

く。 

（用具） 

食塩水、電気分解装置、電源装置、導線

、マッチ、水性インク、など 

  

・机間指導を行いながら、実験の援助や

指導を行う。 

食塩水の電気分解をして、発生する気体を調べよう 
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☆黒板に記入するなど、自らすすんで発表

できたか。【興味・関心】 

 

・片付けが終わった時点で、プリントに結

果が記入できているかを確認する。 

 

ま 

と 

め 

20 

分 

 

 

 

・イオンのうごきをプリントにモデル図とし

て記入しながら、食塩水の電気分解を理解

する。 

・黒板のモデル図に記入する。  

・電離式、化学反応式を書く。 

 

 

 

☆食塩水の電気分解の実験を行い、結果

やイオンの動きをプリントに記入で

きたか。【科学的な思考・表現】 

・イオンがどのようにうごいているかを

順を追って説明する。 

・机間指導を行いながら、モデル図が書け

るよう生徒を援助する。 

 

 

（４）本時の評価       

①黒板に記入するなど、自らすすんで発表できたか。【興味・関心】 

②食塩水の電気分解の実験を行い、結果やイオンの動きをプリントに記入できたか。【科

学的な思考・表現】 

 


